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「第５回全都ヘルパー集会」がお茶の水で開催 

来年４月の介護報酬改定に向け、労働者・事業者・利用者が一体となって問題を共有しあい、よりよい介護を

実現する運動を広げるために、７月６日、「第５回全都ヘルパー集会」がお茶の水で開催されました。集会には

１３０名を超える参加者が集まり、会場は熱気に包まれていました。基調報告では介護現場の過酷な現状が述

べられ、介護労働者の社会的役割に相応しい身分保障と、利用者が安心してサービスを享受できるような制度

を実現するために、共同した運動を作る必要であると報告されました。 

シンポジウムでは 

続いて行われたシンポジウムでは、行政（片桐氏／厚生労働省老健局振興課課長補佐）・事業者（北原氏／ふれ

あいサポート代表取締役）・労働者（笹原氏／ホームヘルパー全国連絡会副代表）それぞれの立場から３名のシ

ンポジストと、コーディネーターとしての宮崎和加子氏（健和

会看護介護政策研究所所長）が登壇し、介護の人材確保という

テーマを中心に議論が展開されました。厚生労働省の役人がヘ

ルパー集会に参加することは、かつては考えられないことで、

この問題の重要性と深刻さをあらためて感じさせるものとな

りました。 

北原氏の発言では、給付抑制により経営が厳しく、事業所を廃

止せざるを得ない状況まで追い込まれている実態が切々と述べ

られました。笹原氏からも低賃金の実態や、サービスに対する

さまざまな規制の中でヘルパーが誇りを持って介護の仕事がで

きなくなっている過酷な現実が述べられ、参加した多くのヘル

パーは同じ思いに共感するように大きく頷いていました。 

 

すこやか福祉会の須加部長も発言 

すこやか福祉会の須加部長も発言にたち、特定事業所加算の取

得が結果としてサービス利用の制限につながっている仕組みの

矛盾を訴え、限度額を引き上げるなどの措置をとるよう求めま

した。このほかにも、介護福祉士やサービス提供責任者への報

酬評価、直行直帰の問題、生活援助の重要性などについて多く

の参加者から発言があり、片桐氏は「皆さんの貴重なご意見を

参考にしていきたい」と述べました。 

 

来年の介護報酬改定に向け、みんなで声を！！ 

介護労働者が誇りと夢を持って働き続けられ、利用者が安心し

て暮らすことができる制度を実現するためには、利用者と一緒

になって、現場から声をあげていくことが何よりも重要だとい

うことを学ぶことのできた集会でした。来年の介護報酬改定に

向け、みんなで声をあげていきましょう！！      

米沢 哲
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昨年の９月にオープンした「水元公園共同ビル」の

１階に事務所があります。 

「水元公園共同ビル」は５階建てで、１階に株式会

社あじゅうんが経営する「永寿薬局水元店」、２階に

は医療法人ひこばえ会の「水元セツルメント診療所」

があり、それぞれ２００８年１月７日にオープンして

います。また、葛飾医療生協の「居宅介護支援事業所

水元」、「水元訪問看護ステーション」や健和友の会事

務所も私たち「ファミリーケア水元公園」訪問介護事

業所と並んで1階に併設しています。 

３・４階には高齢者住宅

が９室あります。この高齢

者住宅は保健医療福祉協

同組合にとって初めての

施設で、運営はすこやか福

祉会が行なっており、現場

での対応は私たち「ファミ

リーケア水元公園」が実施

しております。 

５階には多目的ホールがあり、私たちが毎朝高齢者

住宅の方への朝食の提供をしたり、友の会の方達の活

躍の場、入居事業所の会議や行事、そして町内会行事

にも利用されています。 

事業所のメンバーは 

所長の小澤康敏を含め、 

２人の常勤・２人の非 

常勤職員の４人で訪問 

をしていきます。「ファ 

ミリーケア水元公園」 

の事業所はまったくの 

ゼロからのスタートなので、まずは水元・金町地域を

基盤とし、それから少しずつエリアを広げていこうと

考えています。メンバーの職員とも協力し合い、早く

一人前の職員、そして事業所となるよう頑張ります。

所長 小澤 康敏

 

 ２００７年度 経営報告           

社会福祉法人すこやか福祉会 

○事業活動計算書 2007/4/1～2008/3/31 単位：千円 

 当期実績 前年実績 前年差 

事業活動収入 2,135,717 1,807,103 +328,614

事業活動支出 2,294,447 1,949,190 +345,258

活動収支差額 ▲158,730 ▲142,087 ▲16,644

経常収支差額 ▲52,353 ▲43,415 ▲8,938

○貸借対照表 2008/3/31現在 単位：千円 

 当期残高 期首 増減額 

資 産 3,248,155 3,360,621 ▲112,466

負 債 1,005,662 961,511 44,151

純資産 2,242,493 2,399,110 ▲156,617

株式会社ファミリーケア 

○事業活動計算書 2007/4/1～2008/3/31 単位：千円 

 当期実績 前年実績 前年差 

事業収益 413,538 649,675 ▲236,137

事業費用 405,908 674,850 ▲268,942

事業利益 7,630 ▲25,175 32,805

経常損益 ▲1,749 ▲35,841 34,092

○貸借対照表 2008/3/31現在 単位：千円 

 当期残高 期首 増減額 

資 産 454,782 642,698 ▲187,916

負 債 561,980 730,750 ▲168,770

純資産 ▲107,198 ▲88,052 ▲19,146

2007 年度の経営状況は、すこやか福祉会・ファミリ

ーケアともに赤字決算でした。2006 年度に一部事業所

がファミリーケアからすこやか福祉会に法人移行した

ため、前年度との比較では大きく収益構造が変化してい

ますが、新規事業所の増加や通所介護事業所の収益増等

の影響で両法人合算すると約 9200 万円収入が増えてい

ます。ファミリーケアは前年度よりも大きく収支改善し

ました（+3400 万円）が、すこやか福祉会は前年度より

も約 900 万円損失額が増えてしまいました。 
すこやか福祉会は、今年 4 月～5 月に新たな事業所・

施設を 6 ヶ所開設しました（小規模多機能サービス 2
ヶ所、訪問介護事業所 2 ヶ所、地域包括支援センター1
ヶ所、グループリビング1ヶ所、学童保育クラブ1ヶ所）。

この新たな事業を成功させるためには、経営状況の改善

は重要な課題です。安心・安全のケアを確立し、技術水

準をさらに高め、住みなれたまちでいつまでも暮らし続

けたいと願う方々への一助として今後とも努力してま

いります。 

＜ファミリーケア水元公園＞ 
住所 ：東京都葛飾区水元 3-22-21 
ＴＥＬ：03-5648-7818 
ＦＡＸ：03-5648-7819 

すこやか福祉会常務理事 菊地雅彦 
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 平成13年4月に待望の「特別養護老人ホーム葛

飾やすらぎの郷」、「新宿在宅サービスセンター」が

開設され事業開始から、早いもので 7 年が経過しま

した。地元の要望、関係者の熱意が悲願としてきた

施設実現のために立ち上げた「特別養護老人ホーム

など高齢者施設づくりをすすめる会（以後「すすめ

る会」）」の運動には1500人もの方々のご協力があり、

熱い思いのこもった運動になりました。 

 両施設の開設に大きく貢献した「すすめる会」が

一定の役割を終えて発展的に解消、改組して継続的

にすこやか福祉会の事業を支援するために平成14年

代表世話人が、相談の結果、平成15年3月に「すこ

やか福祉会を支援する会（以後「支援する会」）（代

表伊藤俊夫）」が発足して今日に至っております。 

 ひとつの目的を果たした達成感もあって「支援す

る会」の活動は現在のところ今ひとつという状況に

なっています。事務局の力不足でもあり申し訳ない

気持ちです。支援を続けてくださっている少なから

ぬ人のお気持ちにお応えしなければと痛感しており

ます。 

 いま社会福祉の分野は厳し

い状況に置かれており、とりわ

け医療介護の現場はより深刻

です。介護事業の充実、改善は

社会共通の認識であると思い

ます。医療や介護など社会福祉

が切り捨てられることのない

社会状況になることを強く望 

んでいますが、それまでなにもしないという訳には

いきません。社会福祉の充実のために私たちの力を

尽くしたいと思い、ご協力をお願いいたします。 

  

 

 

 

 

 

 はじめまして、ファミリーケア花千寿の富川です。

ファミリーケア花千寿は千住地域で、すこやか福祉会

が三番目の訪問介護事業所として４月１日に開所しま

した。千住大川町の大川デイサービスの建物の二階に

訪問入浴と併設しております。 
 スタッフ６名、ご利用

者様２６名でのスター

トです。スタッフは半数

以上が介護福祉士資格

を持ち、体制要件・人材

要件をクリアし特定事

業所加算（Ⅱ）取得して

います。学習会や事業所会議を定期的に行い、常に質

の高いサービスを提供するために努力しております。 
早いもので開設から３ヶ月が経過し事業所の中もい

ろいろな面で落ち着き、サービス内容・援助方法など

ご利用者様の生活を第一にスタッフ間で頻繁に意見交

換や話し合いの場を持っています。 
少人数の事業所ではありますが、少ないならではの

よい面を活かし、質の向 
上に努めていきます。曜 
日・時間帯によってはま 
だ余裕がありますので、 
居宅事業所に積極的に訪 
問し営業活動もしていこ 
うと思っています。皆様 
のお知り合いの方でファミリーケアのサービスを利用

してみたいという方がおられましたらぜひご紹介をお

願いします。また、ヘルパー資格をお持ちの方で訪問

介護の仕事をしてみたいという方がおられたらご紹介

をお願いします。 
所長 富川 幸子

当面「支援する会」は、現在 146名の会員を、400

名にすることを目標にしております。「住みなれたま

ちで」の読者の皆さんにはぜひとも率先して「支援

する会」（年会費5,000円）にご加入いただき「すこ

やか福祉会」を支援していただければと思います。 

 なにかと暮らしも厳しい昨今です。心苦しくも存

じますが、どうぞご協力よろしくお願いいたします。

事務局 小杉 貞雄

 

＜ファミリーケア花千寿＞ 
住所 ：東京都足立区千住大川町 36-13 
ＴＥＬ：03-5284-1716 
ＦＡＸ：03-3882-0816 

すこやか福祉会を支える会の理念に賛同し、申し込

みを希望される方は、下記までご連絡お願いします。

 すこやか福祉会本部  TEL 03-5648-8250 
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 今号もクイズのスペースがなくなって

しまいました。クイズは、別冊での掲載を

予定しておりますので、ご期待ください。 

本部事務局〒120-0023 東京都足立区千住曙町４－１６ 
TEL 03-5813-9251  FAX 03-5813-9252 
URL すこやか福祉会http：//www.sukoyaka-fu.or.jp 
URL ファミリーケアhttp：//www.family-care.co.jp 

寄付の御礼  社会福祉法人 すこやか福祉会 

常日頃から当法人の社会福祉事業にご協力・ご支援に

感謝申し上げます。この間、貴重なご寄付を多くの方々か

らいただきました。心からお礼申し上げます。 

 

● すこやか福祉会 平成 19 年度寄付金収入総額 

９，３３０，６０９円 

施設の充実に役立つよう、大切に活用させていただ

きます。高齢になっても、障がいがあっても、安心し

て住みなれた地域に住み続けることが可能になるよ

う、また「いつでもどこでも誰でも安心してサービス

が受けること」ができる介護保障の実現のために、役

職員一同、これからも奮闘していく所存です。 
どうぞ今後とも、今までと変わりないご支援・ご協力を重

ねてお願い申し上げ、お礼にかえさせていただきます。 

 
 
 
 
 
 
 
 

2008年 9月18日（木）～12月16日（土） 

 

 

<資格>●全日出席可能な方●ホームヘルパーとして在宅介護・施設 

介護の参加する意思のある方 

<受講料>60,000円（別途テキスト6,800円（実費） 

<申し込み方法>パンフレットを送りますので下記までご連絡ください 

ヘルパー2 級養成講座の開講が決定いたしまし

た!!今年度より主催は「千住介護福祉専門学校」に

なります。講師はすこやか福祉会の現場でバリバ

リ活躍している方々を中心に編成しましたので、

充実した内容が期待できます。 

働いている方でも参加しやすいように、開講日

は木曜の夜と土曜日を中心に設定しています。 

まだ資格を持っていない方、どうしようか悩ん

でいる方、是非ご参加ください。ご家族、ご友人

同士でも構いません、皆様よりのご応募を心より

お待ちしております。 

 

< 問い合わせ連絡先 > 

千住介護福祉専門学校  

東京都足立区千住仲町 14-4  

TEL 0120-114-294 FAX 03-5244-6826 

へルパー2 級養成講座係  担当 安田 美穂子

すこやか福祉会事務局でも受け付けております。

TEL 03-5813-9251 担当 西山 智 

 

 

 

＜募集地域＞ 

東京都足立区・葛飾区・墨田区・江東区・江戸川区 

港区・埼玉県三郷市・八潮市、千葉県松戸市 

＜応募資格＞ヘルパー2 級以上 

＜勤務時間＞ご相談ください 

【給与】 

＜特養・グループホーム・デイサービス＞ 

時給 1,060 円～ 

＜訪問介護＞ 

時給 1,430 円～ 

【応募方法】 

応募先電話番号 03-5648-8250 採用担当 中村

【採用までの流れ】 

まずはお電話にてご連絡ください。担当者より面接日を

ご連絡いたします。 

※お仕事に関するご相談・ご質問も喜んで承ります。 


